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アクションプラン（第３期）の位置づけ

第2次岩槻まちづく
りマスタープラン

岩槻の魅力を高める
地域資源の保全・活用

岩槻に潤いと
にぎわいを生む
産業・交流の推進

岩槻の未来を創る
地域力の発掘・育成

方
針
①

方
針
②

方
針
③

岩槻にある多くの歴史的・文化的資源や、多

くの企業も地域の資源ととらえ、貴重な地域

資源の保全・活用を進め、磨きをかけながら

継承していくことで、地域の魅力を高めていき

ます。

 「岩槻人形博物館」など新たな資源も生かし、

来街者と地域内の交流や、地域住民の交流

の場を増やし、観光のさらなる活性化を図ると

ともに、事業者やコミュニティの交流も活性化し、

新たな価値の創造につなげます。

住民や事業者等地域の様々な組織の参画

を推進し、その発掘・育成につなげることで、

文化の継承に努め、岩槻を持続可能なまちと

していくために、人材の発掘と育成に取り組み

ます。

【地域が目指す姿】

城下町・人形のまちとしての

歴史・文化が息づく

ふれあいのまち

まちづくりのコンセプト

岩槻まちづくりマスタープランの目標年次が令和２年

度までとなっていることから、岩槻まちづくりマスタープラン

の取組状況、社会情勢の変化等を踏まえ、新たな視

点を加えた第２次岩槻まちづくりマスタープランを令和3

年3月に策定しました。

岩槻まちづくりアクションプランは、岩槻まちづくりマス

タープランが目指す将来像を実現するための行動計画

です。

アクションプラン
（第3期）

第2次岩槻まちづくりマスタープランは、将来像の実現

にむけて、「みがく」「つなぐ」「つくる」「たのしむ」「はぐく

む」の５つの取組テーマを掲げ、具体的な取組の展開

の考え方を示しました。

岩槻まちづくりアクションプランでは、「みがく⇒つなぐ⇒

つくる⇒たのしむ⇒はぐくむ」ことに取り組みながら、関わ

る人材や取組の規模を広げていくことを目指していきま

す。

岩槻まちづくりアクションプランは事業等の実効性を高

めるために、５年程度の短期的な計画期間に区切り、

まちづくりの進捗や社会経済状況等の変化、市の施策

展開にあわせて計画管理をしていく必要があります。

そこで、上位計画の計画期間である令和12年度を

目標年次とし、令和3年度から令和7年度の5年間をア

クションプラン（第3期）、令和８年度から令和12年

度までの5年間をアクションプラン（第4期）の計画期

間とします。

＜策定の目的・経緯＞

＜取組の位置づけ＞

＜計画期間＞
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取組テーマに位置付ける
アクションプランの事業

取組テーマ No 事業名 所管課 区分

み
が
く

まちなみづくり 1 岩槻歴史街道事業 岩槻まちづくり事務所 継続

地域資源の魅力向上

2 時の鐘等保存活用 文化財保護課 継続

3 岩槻藩遷喬館保存活用 博物館 継続

4 岩槻郷土資料館保存活用 博物館 継続

5 登録有形文化財の活用
観光経済室

コミュニティ課
継続

6 人形のまち岩槻流しびな 商業振興課 継続

7 人形のまち岩槻まちかど雛めぐり コミュニティ課 継続

8 まつりによるにぎわいの創出 観光経済室 継続

9 真福寺貝塚保存活用 文化財保護課 新規

つ
な
ぐ

地域をつなぐ交通環境

の向上

10 自転車を活用した観光の推進
自転車まちづくり推進課

観光経済室
継続

11 自転車ネットワークの整備推進
自転車まちづくり推進課

道路環境課
継続

12 岩槻中央通り線整備事業
道路計画課

道路環境課
継続

13 地下鉄７号線延伸 未来都市推進部 継続

関係人口増加を図る

情報発信力の強化

14 岩槻区の観光PR 観光経済室 継続

15 観光案内サイン等の整備 観光経済室 継続

16 岩槻観光案内所運営事業 観光国際課 継続

17 岩槻区ガイドブックの活用 コミュニティ課 新規

18 岩槻人形博物館管理運営事業 岩槻人形博物館 新規

つ
く
る

多様な産業を生かした

岩槻ブランドの開発

19 さいたま市伝統産業活性化事業 商業振興課 継続

20 岩槻駅周辺地域活力創出事業 未来都市推進部 継続

21 地元農産物の普及に向けた取組 農業政策課 新規

岩槻の地域固有の魅

力づくり

22 城下町岩槻歴史散策 観光経済室 継続

23 岩槻散策マップ 観光経済室 継続

24 半日観光ルート事業 観光国際課 継続

た
の
し
む

地域を活性化するまち

の更新

25 岩槻駅西口土地区画整理事業 岩槻まちづくり事務所 継続

26 リノベーションまちづくり事業の推進 未来都市推進部 新規

27 ウォーカブルなまちづくりに向けた取組 岩槻まちづくり事務所 新規

多様な交流の場や機

会の創出

28 いわつき・夢・コンサート コミュニティ課 継続

29 にぎわい交流館いわつきの活用 経済政策課 新規

は
ぐ
く
む

都市マネジメントの導入 30 まちづくりプラットフォームの構築・支援 岩槻まちづくり事務所 新規

次世代に継承するまち

づくり

31 人形づくり体験 観光経済室 継続

32 伝統文化や産業の継承 岩槻本丸公民館 新規
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にぎわい交流館いわつきが開館したことが大きな成果と言

えます。岩槻の新しい魅力を創造・発信する拠点施設とし

て整備されたにぎわい交流館いわつきは、岩槻人形博物

館に訪れた人々を、岩槻のまちなかに誘導する役割も期

待されています。

今後は、これまで進めてきた観光ルート、観光マップなどの

作成、案内サインの整備、シェアサイクルの整備などの事業

を生かして、まちなか回遊を促進していくことが重要です。

アクションプラン（第２期）は平成30年度から令和２年度の3年間を計画期間として、32種
類の事業が実施されました。

32事業のうち、岩槻人形博物館整備事業やにぎわい交流館いわつき整備事業など、9事業が
アクションプラン（第2期）での目標を達成し、23事業はアクションプラン（第3期）において
継続事業としていきます。

■施策テーマ１：地域資源を生かしたまちづくり

■施策テーマ２：伝統産業を生かしたまちづくり

■施策テーマ３：にぎわいのある観光ルートを目指したまちづくり

■施策テーマ４：交流人口の増加を目指したまちづくり

■施策テーマ５：浦和美園～岩槻間の交通機能強化によるまちづくり

岩槻人形博物館が開館したことが大きな成果と言えます。

人形のまちを象徴する拠点として情報発信・ＰＲ効果が

発揮されているものと考えられます。

一方、時の鐘等整備や岩槻藩遷喬館、岩槻郷土資料

館の活用はあまり進んでいないことから、今後は身近な地

域資源の保存や活用への取組を進めることが重要です。

人形のまち岩槻流しびなや岩槻まちかど雛めぐりなど、回

を重ねるごとに知名度も高まり、新たな来街者を得るととも

に、リピーターの確保にも効果をあげており、今後も継続し

て実施していくことが重要です。

また、街中の様々な事業者と、まちづくりに関わる区民な

どとの連携した取組を進めていくことも重要です。

イベントやお土産開発等に取り組み、人形のまち岩槻

まつりや、城下町岩槻鷹狩り行列などの交流人口の増

加に寄与したものと考えます。

短期的な取組は、岩槻のＰＲや知名度の向上に効果

的であるため、こういった機会に岩槻を知った人たちに、平

時にも来てみたい、まちなかを巡ってみたいと思われる交

流の仕組みづくりが、今後の取組として求められます。

岩槻駅西口土地区画整理事業が進み、基盤整備、住

宅整備が進んだことから、岩槻駅西口周辺のハード整備

事業が進んだことで人口増加や利便性等が高まり、「住み

やすさ」の評価の向上につながったものと思われます。

アクションプラン（第２期）の評価・考察
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岩槻人形博物館 岩槻郷土資料館

岩槻まちかど雛めぐり（愛宕神社） ちょっと市

にぎわい交流館いわつき 木製案内サイン

お土産品開発 城下町岩槻鷹狩り行列

自転車ネットワーク岩槻駅西口



＜目標＞

区民が地域資源に関心を持ち、誇りを持

てるようになることが望ましい姿です。そこで、

さいたま市市民アンケートの「さいたま市の

歴史文化資源について愛着があり、大切

だと思う」を指標として、「そう思う＋どちらか

と言えばそう思う」とする区民が増えることを

目標とします。

みがく

＜目標＞

関係人口・交流人口の増加は、身近に

100万人を超える巨大なマーケットである

同じ市内での知名度を高めることが必要で

す。このため、さいたま市民意識調査の「さ

いたま市について知っているもの＜岩槻の

人形＞」に関する認知度を指標とし、これ

を高めることを目標とします。

つなぐ

＜目標＞

岩槻独自のブランド確立として、さいたま

市民意識調査の「人に勧められる名所や

名物がある」を指標として、「あてはまる」と

する区民が増えることを目標とします。

つくる

＜目標＞

住民自らが楽しみ、居心地の良いまちと

感じられることが大切です。このため、さいた

ま市民意識調査から「身近にホッと心が休

まる場所がある」を指標として、「あてはま

る」とする区民が増えることを目標とします。

たのしむ

＜目標＞

多世代・多様な立場の区民の参加と交

流を促進し、次世代に継承できるまちづくり

が大切です。このため、さいたま市民意識

調査の「まちづくり分野でのボランティアへの

参加意向」を指標として、まちづくりに対す

る関心を高めることを目標とします。

はぐくむ

アクションプラン（第３期）では、第2次岩槻まちづくりマスタープランの取組テーマと展開
にアクションプランの事業を位置づけます。

「岩槻っていいよね」と関心を持つ来街者や、岩槻のまちに
誇りを持つ住民や働く人々が、岩槻のまちなかで食事・買
い物・学び・会話など多様なライフスタイルを楽しみながら過
ごすことのできるまち

---将来の岩槻のまちのイメージ---

---進行管理---

第２次岩槻まちづくりマスタープランより

事業の実効性を高めるために、各事業の実施スケジュー
ルを定め、事業を取り巻く社会経済環境の変化や市民ニー
ズの変化などに柔軟に対応しながら進行管理を行います。

アクションプラン（第３期）の事業展開
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２．時の鐘等保存活用

所管課：教育委員会事務局 生涯学習部 文化財保護課

継
続

【事業概要】

貴重な文化財・歴史資源を継承し、地域

資源として活用できるように時の鐘・岩槻城城

門の環境整備を継続して実施します。その際、

地域資源の魅力向上を図るため、情報発信

の多角化を進めます。

１．岩槻歴史街道事業

所管課：都市局 まちづくり推進部 岩槻まちづくり事務所

継
続

【事業概要】

岩槻の歴史的・文化的資源を活用した地域特性の再構築

の一環として、まちの成り立ちなどに意義のある既存道路の歴

史的価値を見い出し、まちなかに歴史を訪ね歩くルートを設定

します。また、沿道建物や敷地の一部には歴史街道にふさわし

いまちなみ景観を誘導し、ルート上の魅力向上を図ります。

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

【裏小路】

• 道路美装化に向けた協議・調整

【次の整備路線】

• 候補選定方針・方向性の検討

【裏小路】

• 道路美装化工事実施

【次の整備路線】

• 候補路線の地元意向確認、路

線選定

【次の整備路線】

• 地元組織化

【事業計画】

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 岩槻城門「黒門」「裏門」の囲い

柵の整備

• 説明板の多言語表記の計画を

作成

• 説明板の多言語表記 １基 • 説明板の多言語表記 １基

【事業計画】
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４．岩槻郷土資料館保存活用

所管課：教育委員会事務局 生涯学習部 博物館

継
続

【事業概要】

昭和5年に建築された昭和初期の建築様式が残る旧岩

槻警察署の建物を保存し、岩槻地域の歴史資料を展示す

るなど活用に努めます。

ṝ σ ᴟ∞ʾ ◊ⱢᾛϬὋ ΰʺ
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３．岩槻藩遷喬館保存活用

所管課：教育委員会事務局 生涯学習部 博物館

継
続

【事業概要】

埼玉県指定史跡である岩槻藩遷喬館を後世に伝えるた

め、適切な保存に努め、また、県内に唯一残る江戸時代の

藩校の建物としての歴史を踏まえた事業を行います。

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 埼玉県指定史跡である岩槻藩

遷喬館を適切に保存し、県内唯

一現存する藩校としての特性を

踏まえた事業を行い、岩槻地域

の歴史と文化の発信に努める。

• 目標年間来館者数：5,900人

• 埼玉県指定史跡である岩槻藩

遷喬館を適切に保存し、県内唯

一現存する藩校としての特性を

踏まえた事業を行い、岩槻地域

の歴史と文化の発信に努める。

• 目標年間来館者数：6,500人

• 埼玉県指定史跡である岩槻藩

遷喬館を適切に保存し、県内唯

一現存する藩校としての特性を

踏まえた事業を行い、岩槻地域

の歴史と文化の発信に努める。

• 目標年間来館者数：7,100人

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 保存に必要な維持管理を行うと

ともに、郷土の歴史・文化を普及

啓発するため、当該事業の充実

を図る。

• 目標年間来館者数：5,900人

• 保存に必要な維持管理を行うと

ともに、郷土の歴史・文化を普及

啓発するため、当該事業の充実

を図る。

• 目標年間来館者数：6,500人

• 保存に必要な維持管理を行うと

ともに、郷土の歴史・文化を普及

啓発するため、当該事業の充実

を図る。

• 目標年間来館者数：7,100人

【事業計画】

【事業計画】
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６．人形のまち岩槻流しびな

所管課：経済局 商工観光部 商業振興課

継
続

【事業概要】

「人形のまち岩槻流しびな」を実施する岩槻人形協同組

合に対し、補助金を交付します。

（補助金等交付要綱名）

・さいたま市商工業団体等事業補助金交付要綱

５．登録有形文化財の活用

所管課：岩槻区 区民生活部 観光経済室・コミュニティ課

継
続

【事業概要】

国の登録有形文化財に指定され歴史的な価値が高い長

谷川家見世蔵（明治）・東玉大正館（大正）・岩槻郷

土資料館（昭和）等のPRを行うとともに活用方法を検討

します。

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 流しびなを含めた振興計画に基

づく岩槻人形協同組合の実施

事業に対する補助金交付

• 流しびなを含めた振興計画に基

づく岩槻人形協同組合の実施

事業に対する補助金交付

• 流しびなを含めた振興計画に基

づく岩槻人形協同組合の実施

事業に対する補助金交付

【事業計画】

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 岩槻散策マップの配布枚数

8,000枚

• 岩槻散策マップの配布枚数

9,000枚

• 岩槻散策マップの配布枚数

10,000枚

【事業計画】
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８．まつりによるにぎわいの創出

所管課：岩槻区 区民生活部 観光経済室

継
続

【事業概要】

「人形のまち岩槻まつり」や「城下町岩槻鷹狩り行列」等

の開催支援やPRを行うことで、歴史と文化のまち岩槻の魅

力をPRし、地域のにぎわい創出を図ります。

（補助金等交付要綱名）

・さいたま市観光団体事業補助金交付要綱

・岩槻区城下町岩槻鷹狩り行列事業補助金交付要綱等

７．人形のまち岩槻まちかど雛めぐり

所管課：岩槻区 区民生活部 コミュニティ課

継
続

【事業概要】

「人形のまち岩槻まちかど雛めぐり」を実施する人形のまち

岩槻まちかど雛めぐり実行委員会に対し、補助金を交付し

ます。

（補助金等交付要綱名）

・まちかど雛めぐり事業補助金交付要綱

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 岩槻の観光資源を発信する、人

形のまち岩槻まちかど雛めぐり実

行委員会の実施事業に対する

補助金交付

• 岩槻の観光資源を発信する、人

形のまち岩槻まちかど雛めぐり実

行委員会の実施事業に対する

補助金交付

• 岩槻の観光資源を発信する、人

形のまち岩槻まちかど雛めぐり実

行委員会の実施事業に対する

補助金交付

【事業計画】

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• まつりの目標来場者数

139,000人

• まつりの目標来場者数

139,500人

• まつりの目標来場者数

140,000人

【事業計画】

8



10．自転車を活用した観光の推進

所管課：都市局 都市計画部 自転車まちづくり推進課／岩槻区 区民生活部 観光経済室

継
続

【事業概要】

地域の商業施設と連携し、サイクリング中に休憩で

立ち寄ることができる施設を認定します。また、新た

な都市交通システムとしてのシェアサイクルの利用促

進・エリア拡大及びシェアサイクルを活用した観光を

推進します。

９．真福寺貝塚保存活用

所管課：教育委員会事務局 生涯学習部 文化財保護課

新
規

【事業概要】

国指定史跡「真福寺貝塚」の価値を損なうことなく

将来へ継承するとともに、史跡の活用を図り、地域

資源の魅力向上のため、整備を進めていきます。

出土した土偶 発掘調査

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• シェアサイクルの利用促進及びエ

リア拡大

• サイクルサポート施設の認定・設

置

• シェアサイクルの利用促進及びエ

リア拡大

• サイクルサポート施設の認定・設

置

• シェアサイクルの利用促進及びエ

リア拡大

• サイクルサポート施設の認定・設

置

【事業計画】

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 整備のための発掘調査（泥炭

層境と泥炭層地点発掘調査）

および現地見学会

参加者100人

• 整備のための発掘調査（仮設

設置工事、泥炭層地点発掘調

査）および現地見学会

参加者100人

• 整備のための発掘調査（出土

品整理）および現地見学会

参加者100人

【事業計画】

9



12．岩槻中央通り線整備事業

所管課：建設局 土木部 道路計画課・道路環境課

継
続

【事業概要】

地域間の連携強化のため整備します。

（さいたま市岩槻区加倉１丁目、４丁目、

本町１丁目及び２丁目地内））

11．自転車ネットワークの整備推進

所管課：都市局 都市計画部 自転車まちづくり推進課／建設局 土木部 道路環境課

継
続

【事業概要】

安全で快適な自転車通行環境を効果的、効率的に整

備するため、自転車の利用が多い道路や施設を考慮し、具

体的な路線の選定、整備形態及びスケジュールをまとめた

「自転車ネットワーク整備計画」に基づき、自転車通行環境

の整備を推進します。

岩槻中央通り線
L=1,070m（L=520m＋L=550m）

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• さいたま市自転車ネットワーク整

備計画改定の検討

• 自転車通行環境整備20km

（総延長180km)

• さいたま市自転車ネットワーク整

備計画の改定

• 自転車通行環境整備15km

（総延長215km)

• 自転車通行環境整備15km

（総延長245km)

【事業計画】

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 電線共同溝整備工事

• 街渠整備工事

• 用地買収

• 歩道整備工事

• 歩道整備工事

• 車道整備工事

• 歩道整備工事

【事業計画】
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13．地下鉄7号線延伸

所管課：都市戦略本部 未来都市推進部

継
続

【事業概要】

地下鉄７号線（埼玉高速鉄道線）は、平成28年

の国（交通政策審議会）の第198号答申で、浦和

美園～岩槻～蓮田までの延伸が位置付けられており、

先行整備区間の浦和美園駅～岩槻駅間で「埼玉ス

タジアム駅」、「中間駅」（目白大付近）、「岩槻駅」

を新設する計画です。

14．岩槻区の観光PR

所管課：岩槻区役所 区民生活部 観光経済室

継
続

【事業概要】

関係団体や関係所管と連携しながら、岩槻の観光パ

ンフレット等を岩槻区外で配布するなど、岩槻区の観光・

イベント等をＰＲします。

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 岩槻散策マップの配布枚数

8,000枚

• 岩槻散策マップの配布枚数

9,000枚

• 岩槻散策マップの配布枚数

10,000枚

【事業計画】

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 関係自治体との連携会議の

開催

• 鉄道事業者へ事業実施要請 • 都市計画手続き開始

【事業計画】

約7.2㎞
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16．岩槻観光案内所運営事業

所管課：経済局 商工観光部 観光国際課

継
続

【事業概要】

東武アーバンパークライン岩槻駅東西自由通路内にて

岩槻観光案内所を運営します。

15．観光案内サイン等の整備

所管課：岩槻区役所 区民生活部 観光経済室

継
続

【事業概要】

岩槻を訪れる観光客の利便性を向上させ、回遊性を高

めるため、岩槻区内の名所・旧跡へ適切に誘導する歩行

者系の観光案内サインの整備を行います。

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 木製案内サインの設置累計

20枚

• 木製案内サインの設置累計

60枚

• 木製案内サインの設置累計

100枚

【事業計画】

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 岩槻観光案内所運営

• 観光資源の周知、周遊の促進

• 岩槻観光案内所運営

• 観光資源の周知、周遊の促進

• 岩槻観光案内所運営

• 観光資源の周知、周遊の促進

【事業計画】
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17．岩槻区ガイドブックの活用

所管課：岩槻区役所 区民生活部 コミュニティ課

新
規

【事業概要】

区民との協働により10年ぶりに改訂を行った岩槻区ガイド

ブック「来て 見て 魅せる 城下町いわつき」を活用し、区

内外の方に岩槻の地域資源を活かした魅力を紹介します。

18．岩槻人形博物館管理運営事業

所管課：スポーツ文化局 文化部 岩槻人形博物館

新
規

【事業概要】

「人形のまち」として知られる岩槻で、人形文化の振興を

図るため、岩槻人形博物館において、人と人形の歴史を

調査・研究し、その成果について展示等を通じて広く公開

することで、人々の人形への親しみを醸成し、人形文化を

未来へと継承することを目的に、人形文化の拠点施設の

管理運営を行います。

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 岩槻人形博物館来館者数

77,000人

• 岩槻人形博物館来館者数

74,000人

• 岩槻人形博物館来館者数

74,000人

【事業計画】

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• ガイドブックの配布 • ガイドブックの配布 • ガイドブックの配布

【事業計画】
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20．岩槻駅周辺地域活力創出事業

所管課：都市戦略本部 未来都市推進部

継
続

【事業概要】

岩槻に訪れる来訪者に対し、岩槻ならではのお土産

品の商品開発や販売を行うための支援を行います。

また、令和元年度に完成した「岩槻土産ブランド」を

起点として、岩槻区内の他の職人や作り手が参画し、

自律的にお土産品の販売が拡充されるよう、ＰＲなど

の支援や調整を行います。

19．さいたま市伝統産業活性化事業

所管課：経済局 商工観光部 商業振興課

継
続

【事業概要】

さいたま市の貴重な財産である伝統産業及び伝統産業

事業所を本市特有の地域資源として指定することにより、

その存在と魅力を市内外に広く発信し、事業者の意欲向

上及び後世への継承を図り、もって地域経済の活性化に

取り組みます。

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• ガイドブック・漫画冊子の発行、

ウェブサイト及びSNSによる情報

発信

• ガイドブック・漫画冊子の発行、

ウェブサイト及びSNSによる情報

発信

• ガイドブック・漫画冊子の発行、

ウェブサイト及びSNSによる情報

発信

【事業計画】

令和３年度（初年度） 令和４年度（最終年度）

• 岩槻土産ブランドの販売を起点として、各作り手が

自律的に商品開発や販売を行う仕組みづくりを支

援

• 岩槻土産ブランドの販売を起点として、各作り手が

自律的に商品開発や販売を行う仕組みづくりを支援

【事業計画】

委託販売の様子
（にぎわい交流
館いわつき）

岩槻土産ブランド
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22．城下町岩槻歴史散策

所管課：岩槻区役所 区民生活部 観光経済室

継
続

【事業概要】

岩槻区の歴史的・文化的な観光資源等を巡り、その良さ

にふれてもらうことで交流人口の増加を図ります。

（例）

「岩槻城大構の跡を歩く」

「城主ゆかりのお寺めぐり」

21．地元農産物の普及に向けた取組

所管課：経済局 農業政策部 農業政策課

新
規

【事業概要】

生産者による地元農産物の普及活動を支援します。具体

的には、地場産農産物を使用した加工品の開発支援や、市

民向け地場産農産物に関する講習会を開催することで、地

元農産物の普及を図り、消費拡大を目指します。

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• アンケート等による参加者の満足

度 90％

• アンケート等による参加者の満足

度 90％

• アンケート等による参加者の満足

度 90％

【事業計画】

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

（取組内容）

①地場産農産物の加工品の開発

支援

②地場産農産物に関する講習会の

開催

（目標値）

①１品以上 ②１回以上

（取組内容）

①地場産農産物の加工品の開発

支援

②地場産農産物に関する講習会の

開催

（目標値）

①１品以上 ②１回以上

（取組内容）

①地場産農産物の加工品の開発

支援

②地場産農産物に関する講習会の

開催

（目標値）

①１品以上 ②１回以上

【事業計画】
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24．半日観光ルート事業

所管課：経済局 商工観光部 観光国際課

継
続

【事業概要】

国内外から本市を訪れる観光客に対して、徒歩と公共

交通機関を利用して回遊していただき、本市の魅力を広

く周知すること、また、市民に対しても市内の観光資源な

どを再認識していただくことを目的としています。

｢人形のまち・城下町岩槻ルート｣

（8ルートのうちの1つ）

東玉人形の博物館、愛宕神社、岩槻人形博物館・にぎ

わい交流館いわつき、時の鐘、岩槻城址公園、酒蔵資

料館、遷喬館など

23．岩槻散策マップ

所管課：岩槻区役所 区民生活部 観光経済室

継
続

【事業概要】

岩槻の見どころを掲載した既存の「岩槻散策マップ」につい

て、マップ上の休憩施設や立ち寄り所の情報をより充実させ

るなどマップを更新しながら、観光客へ広く岩槻の魅力を発

信し、交流人口の増加と地域活性化を図ります。

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 岩槻散策マップの配布枚数

8,000枚

• 岩槻散策マップの配布枚数

9,000枚

• 岩槻散策マップの配布枚数

10,000枚

【事業計画】

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 半日観光ルートのPR

• 観光資源の周知、周遊の促進

• 半日観光ルートのPR

• 観光資源の周知、周遊の促進

• 半日観光ルートのPR

• 観光資源の周知、周遊の促進

【事業計画】
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26．リノベーションまちづくり事業の推進

所管課：都市戦略本部 未来都市推進部

新
規

【事業概要】

空き家・空き店舗などの遊休不動産と人材や産業などの今ある

地域資源を活用し、まちに新しい価値を生み出すことで、雇用の

喪失、まちなかの消費の流出、地域コミュニティの希薄化など、地

域経営課題の解決を図っていくリノベーションまちづくりを推進します。

「現代版家守」と呼ばれる民間のまちづくり会社（家守会社）

が主導する、補助金に頼らない民間自立型リノベーション事業を連

鎖的に興し、新しいまちのコンテンツ（都市型産業）を生み出し

続けるための環境づくり及び支援を通して、エリアの価値を高め、地

域を再生していくことを目指します。

25．岩槻駅西口土地区画整理事業

所管課：都市局 まちづくり推進部 岩槻まちづくり事務所

継
続

【事業概要】

土地区画整理事業を推進し道路等の基盤整備を

行うことで、岩槻駅前という立地を生かし商業の活性

化と潤いのある住環境の形成を目指します。

必要な建物移転を行い、権利者の土地利用が図れ

るよう道路等の整備を進めます。
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令和３年度（初年度） 令和６年度（最終年度）

• 講演会等により、事業の普及・啓発を実施

• リノベーションスクールの開催等により、事業プランの

作成及び実事業化への支援を実施

• 講演会等により、事業の普及・啓発を実施

• リノベーションスクールの開催等により、事業プランの

作成及び実事業化への支援を実施

【事業計画】

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 建物等移転

• 水路改修、道路築造、造成工

事等

• 建物等移転

• 水路改修、道路築造、造成工

事等

• 建物等移転

• 道路築造、造成工事等

【事業計画】
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28．いわつき・夢・コンサート

所管課：岩槻区役所 区民生活部 コミュニティ課

継
続

27．ウォーカブルなまちづくりに向けた取組

所管課：都市局 まちづくり推進部 岩槻まちづくり事務所

新
規

【事業概要】

さいたま市が、2019年8月に「ウォーカブル推進都市」に

登録されたことを踏まえ、居心地が良く歩きたくなるまちなか

の形成を目指すため、公共空間や空き地等の未利用地の

有効活用をはかり、まちなかのにぎわいや、安全で安心して

楽しむことができるまちづくりにつなげる方策を検討、推進し

ます。

【事業概要】

音楽文化の振興と岩槻駅周辺商店街の活性化、さらに

区民の絆づくりに向け、年４回いわつき・夢・コンサートを開

催します。

クレセントモールでのイベント

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• ウォーカブルなまちづくりに向けた

取組の調査検討

• ウォーカブルなまちづくりに向けた

取組の調査検討

• ウォーカブルなまちづくりに向けた

取組の調査検討

【事業計画】

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 年４回開催

• 来場者満足度 90％

• 年４回開催

• 来場者満足度 90％

• 年４回開催

• 来場者満足度 90％

【事業計画】
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30．まちづくりプラットフォームの構築・支援

所管課：都市局 まちづくり推進部 岩槻まちづくり事務所

新
規

29．にぎわい交流館いわつきの活用

所管課：経済局 商工観光部 経済政策課

新
規

【事業概要】

岩槻の歴史及び文化の発信、産業及び観光の振興

並びに地域活性化の拠点として、にぎわい交流館いわ

つきの管理運営を行うとともに、地域のにぎわいの創出

に寄与する魅力的な事業を実施します。

【事業概要】

産学官民など様々な立場、知識をもった人たちが

集まり、岩槻の魅力向上に向けて取り組む場となる

「まちづくりのプラットフォーム」の構築、運営を支援し、

岩槻ならではのまちづくりを推進します。

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• プラットフォーム立ち上げ準備 • プラットフォーム運営支援 • プラットフォーム運営支援

• 組織化支援

【事業計画】

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

（取組内容）

• 地域のにぎわいの創出に寄与す

る魅力的な事業の実施

（目標値）

• 来館者数 年間15万人

（取組内容）

• 地域のにぎわいの創出に寄与す

る魅力的な事業の実施

（目標値）

• 来館者数 年間15万人

（取組内容）

• 地域のにぎわいの創出に寄与す

る魅力的な事業の実施

（目標値）

• 来館者数 年間15万人

【事業計画】
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32．伝統文化や産業の継承

所管課：教育委員会事務局 生涯学習総合センター 岩槻本丸公民館

新
規

【事業概要】

岩槻区内の公民館において、岩槻区の歴史や文化、

伝統産業、自然、農産物等の歴史的・文化的資源につ

いての講座を開催し、地域への理解と知識を深めるととも

に、地域の魅力や価値の再発見を次世代へ継承すること

を目的とします。

31．人形づくり体験

所管課：岩槻区役所 区民生活部 観光経済室

【事業概要】

熟練人形師の指導のもと、経済産業大臣指定伝統的工

芸品・江戸木目込人形を製作することで、参加者に地域の

伝統文化への認識を深める機会となります。

継
続

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• アンケート等による参加者の満足

度 90％

• アンケート等による参加者の満足

度 90％

• アンケート等による参加者の満足

度 90％

【事業計画】

令和３年度（初年度） 令和５年度（中間年度） 令和７年度（最終年度）

• 岩槻区内公民館において岩槻

区の歴史的・文化的知識を深め

る講座を開催する。

• 目標値：アンケート等による参

加者の満足度 80％以上

• 岩槻区内公民館において岩槻

区の歴史的・文化的知識を深め

る講座を開催する。

• 目標値：アンケート等による参

加者の満足度 80％以上

• 岩槻区内公民館において岩槻

区の歴史的・文化的知識を深め

る講座を開催する。

• 目標値：アンケート等による参

加者の満足度 80％以上

【事業計画】

20



21

10. 自転車を活用した観光の推進

11. 自転車ネットワークの整備推進

取組テーマ：つなぐ

25．岩槻駅西口土地区画整備事業

取組テーマ：たのしむ

取組テーマ：つなぐ

12. 岩槻中央通り線整備事業

取組テーマ：はぐくむ

30．まちづくりプラットフォームの構築・支援

22．城下町岩槻歴史散策

23．岩槻散策マップ

取組テーマ：つくる

24．半日観光ルート事業

21．地元農産物の普及に向けた取組

取組テーマ：つくる

20．岩槻駅周辺地域活力創出事業

19．さいたま市伝統産業活性化事業

取組テーマ：みがく

４．岩槻郷土資料館保存活用

17. 岩槻区ガイドブックの活用

取組テーマ：つなぐ

14. 岩槻区の観光PR

15. 観光案内サイン等の整備

新

新

新

継

継

継

継

継

継

継

継

継

継

継

継

16. 岩槻観光案内所運営事業

取組テーマ：つなぐ

継
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13. 地下鉄７号線延伸

取組テーマ：つなぐ

取組テーマ：みがく

３．岩槻藩遷喬館保存活用

18. 岩槻人形博物館管理運営事業

取組テーマ：つなぐ

1．岩槻歴史街道事業

取組テーマ：みがく

取組テーマ：みがく

２．時の鐘等保存活用

6．人形のまち岩槻流しびな

取組テーマ：みがく

取組テーマ：たのしむ

28．いわつき・夢・コンサート

取組テーマ：たのしむ

26．リノベーションまちづくり事業の推進

27．ウォーカブルなまちづくりに向けた取組

取組テーマ：みがく

５．登録有形文化財の活用

８．まつりによるにぎわいの創出

７．人形のまち岩槻まちかど雛めぐり

９．真福寺貝塚保存活用

取組テーマ：みがく

取組テーマ：はぐくむ

31．人形づくり体験

32．伝統文化や産業の継承 新

継

新

新

新

継

継

継

新

継

継

継

継

継

継

29．にぎわい交流館いわつきの活用

取組テーマ：たのしむ

新
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